
グループホームこころあい　A棟

令和　８ 年度

【事業所概要（事業所記入）】

【事業所基本情報】（介護サービスの情報公表制度の基本情報リンク先ＵＲＬを記入）

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○ ○

○
○

○
○

○

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の
理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57

3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

65
3. 利用者の１/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

1. ほぼ毎日のように

1  自己評価及び外部評価結果

2773801085

法人名 株式会社　フィールド

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

評価結果市町村受理日2026年6月15日 2026年7月28日

事業所番号

事業所名 グループホーム　こころあい

サービス種類

自己評価作成日

認知症対応型共同生活介護

2026年7月16日訪問調査日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

大阪府　羽曳野市　島泉4-3-18所在地

・家庭的（家族的）な雰囲気を大切にし、入居者様にとって安らぎある我が家となるようなホーム作り。
・三位一体（入居者様、家族様、職員）でのホーム作り。
・地域密着型サービスとして、地域との繋がりを大切にし、地域の方々との交流を通じ地域に根付くホーム
作り。
・市内の他ホームとの交流を通じ、合同での介護フォーラムの開催等、認知症や高齢者介護に関する情報
を共有、提供し、地域貢献ができるホーム作り。
・単独でのホーム運営に留まらず、同法人内の各グループホームとの協力体制を構築し、サービス提供の

         質向上を図れるホーム作り。

大阪・兵庫に10カ所のグループホームを展開する法人の出発点となった事業所です。閑静な住宅街に溶け
込む建物は「認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるように」と事業を始めた法人代表の旧宅
です。あえて段差を残して増改修した生活空間は、利用者の生活機能維持に繋がっています。管理者と職
員は法人理念にある「その人らしい安心ある暮らし」という文言を掘り下げる中で、個々の利用者の「したい
こと」「今できること」に寄り添う一方、意思疎通が難しい利用者にも目線を合わせて優しい言葉で話しかけ、
尊厳あるケアを実践しています。利用者は特技の家事や剪定枝の裁断など環境整備に精を出し、スーパー
で欲しいものをカゴに入れて買い物を楽しんでいます。職員との散歩では、花の好きな利用者のために花壇
の前の道を通ったり、風景を話題にして利用者の思い出話で盛り上がったりすることもあります。また、地域
住民や同業者、法人との太いネットワークも強みの一つです。誰一人取り残さず、毎日の小さな出来事や変
化に丁寧に向き合う、アットホームな事業所です。

大阪府大阪市北区天神橋３丁目9-27 （PLP会館３階）

特定非営利活動法人 介護保険市民オンブズマン機構大阪

所在地

評価機関名

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2773801085-
00&ServiceCd=320&Type=search

特定非営利活動法人介護保険市民オンブズマン機構大阪



グループホームこころあい　B棟

令和　８ 年度

【事業所概要（事業所記入）】

【事業所基本情報】（介護サービスの情報公表制度の基本情報リンク先ＵＲＬを記入）

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○ ○

○
○

○
○

○

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

65

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

66

3. あまり増えていない
4. 全くいない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が
4. ほとんどいない

2026年6月15日 2026年7月28日

事業所番号

事業所名

自己評価作成日

認知症対応型共同生活介護

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/27/index.php?action_kouhyou_detail_022_kani=true&JigyosyoCd=2773801085-
00&ServiceCd=320&Type=search

4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない

67

4. ほとんどいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の
理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

サービス種類

・家庭的（家族的）な雰囲気を大切にし、入居者様にとって安らぎある我が家となるようなホーム作り。
・三位一体（入居者様、家族様、職員）でのホーム作り。
・地域密着型サービスとして、地域との繋がりを大切にし、地域の方々との交流を通じ地域に根付くホーム
作り。
・市内の他ホームとの交流を通じ、合同での介護フォーラムの開催等、認知症や高齢者介護に関する情報
を共有、提供し、地域貢献ができるホーム作り。
・単独でのホーム運営に留まらず、同法人内の各グループホームとの協力体制を構築し、サービス提供の

 質向上を図れるホーム作り。

大阪・兵庫に10カ所のグループホームを展開する法人の出発点となった事業所です。閑静な住宅街に溶け
込む建物は「認知症になっても住み慣れた地域で安心して暮らせるように」と事業を始めた法人代表の旧宅
です。あえて段差を残して増改修した生活空間は、利用者の生活機能維持に繋がっています。管理者と職
員は法人理念にある「その人らしい安心ある暮らし」という文言を掘り下げる中で、個々の利用者の「したい
こと」「今できること」に寄り添う一方、意思疎通が難しい利用者にも目線を合わせて優しい言葉で話しかけ、
尊厳あるケアを実践しています。利用者は特技の家事や剪定枝の裁断など環境整備に精を出し、スーパー
で欲しいものをカゴに入れて買い物を楽しんでいます。職員との散歩では、花の好きな利用者のために花壇
の前の道を通ったり、風景を話題にして利用者の思い出話で盛り上がったりすることもあります。また、地域
住民や同業者、法人との太いネットワークも強みの一つです。誰一人取り残さず、毎日の小さな出来事や変
化に丁寧に向き合う、アットホームな事業所です。

1  自己評価及び外部評価結果

2773801085

法人名 株式会社　フィールド

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

評価結果市町村受理日

2026年7月16日訪問調査日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

大阪府　羽曳野市　島泉4-3-18所在地

グループホーム　こころあい

大阪府大阪市北区天神橋３丁目9-27 （PLP会館３階）

特定非営利活動法人 介護保険市民オンブズマン機構大阪

所在地

評価機関名

特定非営利活動法人介護保険市民オンブズマン機構大阪



グループホームこころあい(2ユニット共通)

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

事業所は地域の一員として様々な活動やイ
ベントに参加し、地域の認知症ケアの拠点と
して介護相談に応じるほか、行政や地域が
主催する認知症理解のための講座にも講師
として協力しています。ご利用者様も日頃の
散歩や買い物を通じて地域住民と自然に触
れ合っています。
また、市内の同業者が連携して開催する利
用者交流会「にじの会」にも積極的に参加し
ています。3月に計画したお花見はあいにくの
雨天となりましたが、カフェでの茶話会へと臨
機応変に変更し、他事業所の利用者と楽しい
交流のひとときを過ごしました。管理者は、コ
ロナ禍以降中断している中学生の職場体験
や、小学生の登下校時にご利用者様が旗振
りを担う「見守り活動」の再開にも期待を寄せ
ています。

地域住民との交流を大切にし、地域の一員
として繋がりをもてるよう、小学校の登下校
時の旗振り（見守り）への参加、定期交流会
や運動会の見学、中学生の職場体験受入、
近隣への散歩、近隣のスーパーへの買い
物、避難訓練や、外出行事等での交流の機
会を大切にしている。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

法人理念のほか、「それぞれの『笑顔』や『ら
しさ』、互いにつながる『温かい手』。ひとつひ
とつの輪から、やがて大きな輪へ。」という
ホーム理念をつくり、それぞれホームの共用
空間に掲示しています。また、法人理念はパ
ンフレットに掲載し、ホーム理念と共に家族宛
てに送る「こころあい便り」にも載せて家族や
外部にも周知しています。管理者や職員は法
人理念にある「その人らしい安心ある暮らし」
という文言を掘り下げ、利用者一人ひとりの
思いに寄り添い尊厳ある暮らしの実現に向け
てケアを実践しています。

「心豊かにその人らしい安心ある暮らしを大
切に愛と笑顔で共に歩む」を理念に掲げ、
理念に託した思いも含め共有し、理念の実
践に向け日々取り組んでいる。
法人理念と共に事業所独自の理念もお便り
等に掲載し、ホームに関わる全ての人々が
心豊かに安心ある生活を送れるようにと取
り組んでいる

3/21 特定非営利活動法人介護保険市民オンブズマン機構大阪



グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

ホームの運営推進会議に地域包括支援セン
ター職員が参加するほか、日頃から市の高
齢者福祉課に連絡や相談、各種報告を行っ
ています。また、管理者は市のグループホー
ム部会やキャラバンメイト養成講座への参加
を通じて、行政職員とも情報交換し、協力関
係を築いています。コロナ禍を経て再開した
市のグループホーム計画作成者の集いや、
グループホームスタッフ交流会にも職員が参
加し、同業者とのネットワークを深めていま
す。

定期的な運営推進会議の機会は基より、Ｇ
Ｈ部会やキャラバンメイト養成講座等での連
携機会も活用しながら、日常においても相
談や問題（苦情・事故）が生じた場合は、必
ず連絡し助言を頂きながら、協力関係の構
築に取り組んでいる。

民生委員、地域包括支援センター職員、地域
の知見者として薬局の薬剤師と、管理者、主
任、介護計画作成担当者が参加し、隔月毎
の平日に地域の集会場で運営推進委員会を
開催しています。会議ではヒヤリハット・事故
報告や身体拘束適正化、ホームや地域の課
題も取り上げ活発な意見を交わしています。
防災の地域連携では「避難の際に利用者の
名前ホルダーを用意しては」との助言があり
備蓄品に加えました。会議録は職員間で共
有し、家族等へは送付やホーム内でも開示し
ています。

会場が事業所外のため、利用者の参
加が難しいという背景があります。例
えばホームでの日々の生活風景や活
動をまとめた動画・写真を会議の場で
上映して利用者の「存在」を感じてい
ただく工夫や、面会時等に議題に関
する意見を予め聞いて持ち寄ったり、
持ち回りで年1回程度の参加を依頼さ
れてはいかかでしょうか。現在の環境
の中で利用者や家族の思いを会議へ
反映させる柔軟な工夫を期待します

認知症しっと講座やキャラバンメイト養成講
座、安心声掛け見守り訓練、小中学校への
福祉教育を通じ認知症や高齢者の介護に
関する情報提供や相談会の他、電話相談
対応等出来る範囲で、認知症高齢者への理
解を深めて頂けるよう取り組んでいる。

ホームの取り組み、入居者様の近況、行
事、家族様からの意見や要望等を報告し、
参加者から意見を頂いている。また事業所
運営の中で課題となっている案件があれ
ば、運営推進会議をとおして、助言を求め、
協力を要請する等、サービス内容の向上に
活かせるよう取り組んでいる。
事故やヒヤリ内容も報告し、意見を頂戴し新
たな取り組みに繋げている。会議等で頂い
た意見は、全体会議を通し全職員に報告
し、新たな取り組みやホームの運営に活か
している。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

入居者様の中にも制度を活用されている方
もおられ、職員もホーム内の研修（勉強会）
や、外部研修への参加をとおし理解を深め
ることで、適切な支援ができるように取り組
んでいる。

法人全体で身体拘束をしないケアに取り組ん
でいます。ホームでは夜勤を除く全職員をメ
ンバーとして3カ月に1度、身体拘束適正化委
員会を開くと共に研修を実施しています。委
員会や研修ではスピーチロックについても取
り上げ、身体拘束には当たらない各種セン
サーの使用についても都度、職員間で必要
性を話し合い、本人や家族等の同意を得て
使用しています。
すぐ近隣に川があり、事故防止の観点から玄
関扉を施錠していますが、エレベーターは操
作方法を分かりやすく表示して、利用者も自
由にホーム内を移動できるようにしていま
す。

ホーム内の研修（勉強会）や身体拘束適正
化委員会の開催、外部研修への参加をとお
し、身体拘束に関する理解を深め、言葉の
使い方や、心情に関する事柄も含め、身体
に限定しない「身体拘束をしないケア」に取
り組んでいる。
事業所毎の取り組みを法人会議等で共有
し、各自事業所にフィードバック
玄関の施錠に関しては、家族会の希望と建
物の構造上施錠を行っているが、入居者様
の希望があれば随時職員が同行し戸外へ
出て頂いている。

ホーム内の研修（勉強会）や虐待防止検討
委員会の開催、外部研修への参加をとお
し、虐待防止に関する理解を深め、言葉の
使い方や、心情に関する事柄も含め、虐待
防止に取り組んでいる。些細なことも見逃さ
ないよう日々の観察を怠らず、記録に残し共
有の徹底を図っている。
また、日常のコミュニケーションは基より、管
理者/主任が役割分担しヒヤリングを行い、
業務に関する改善や職員のストレスの軽減
に努め、虐待防止に取り組んでいる。
事業所毎の取り組みを法人全体で共有し、
法人全体で取り組んでいる。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

毎月の定例会議や委員会など発言の機会が
多くあり、職員の意見が運営やサービスの向
上に反映されています。職員の自主性に期
待する管理者は、会議の中で「で、あなたは
どう思うの?」と問いかけることで職員が自ら
考え、発言し、行動する習慣が醸成されてい
ます。また、管理者と主任が役割分担するこ
とで、職員が意見や要望を言いやすい環境
です。法人代表の定期的な巡回があり、管理
者と法人幹部との情報共有や意思疎通も良
好です。

個別面談や日常のコミュニケーションを通じ
職員の意見を把握、定例会議にて報告・共
有し、反映させている。日常の職員間のコ
ミュニケーションの中でも意見交換を図り、
毎月の定例会議やカンファ、定期的に行う
委員会においても意見を述べる機会を作
り、運営に反映させている。
また、職員の意見や提案について、管理者
は法人内の運営会議にて、代表者、取締
役、同法人内の他事業所管理者等に報告し
運営に反映させている。

意見箱を設置するほか、ホーム以外の苦情
や相談窓口を契約時に案内し、玄関前にも
掲示しています。家族会は代表が不在で活
動休止の状況ですが、家族個々の要望や意
見は、管理者や職員が面会時や電話、メー
ル等で直接訊ね、挙げられた意見や要望は
定例会議等で共有して運営やケアに反映さ
せています。居室担当者が毎月、利用者の
様子を写真と共にそれぞれの家族等に宛て
て送る「こころあい便り」は、「日々の様子がよ
く分かる」と好評です。

その後の紛争を未然に防ぐ意味合いにおい
ても専門的な用語を使わず、時間をかけ項
目ごとに詳しく分かり易く説明するように心
がけ、ホーム側からも不安や疑問点を項目
ごとに尋ね、十分な説明、理解・納得を図る
よう心掛けている。
また契約時以外においても、利用料等の改
定の際には、その都度全家族様へ十分な説
明を行うよう心がけ、理解・納得を図ってい
る。

日々のケアの中で、入居者様の意見や要望
等はコミュニケーションを通じ確認するように
努めている。コロナ禍以降現在も感染症予
防の観点から家族様等の来所は事前に連
絡を頂く事としているが、特に面会制限なく
面会して頂いており、面会に来られないご家
族様とも電話連絡を密にするなど、些細な
事でも言い易い環境づくりを心掛けている。
また、外部苦情相談窓口として、第三者委
員、福祉サービス苦情解決委員会、大阪府
社会福祉協議会運営適正委員会の案内を
玄関に掲示しホームの質の向上に役立てる
よう取り組んでいる。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

勤務表作成にあたり、事前に希望休暇を２
日間訊いており、他にも個々人の諸事情に
応じる勤務体制を整備している。また、やり
がいや向上心を持ってもらえるように、仕事
への動機付けを説明し、自発性に結び付く
ようにとティーチングやコーチングに努め、
職員個々が目標を達成できるよう環境・条
件の整備に努めている。代表者は週に1回
のホーム巡回時や、法人内の運営会議での
報告や稟議書を通して把握に努めている。

コロナ禍以降、同法人内での交換研修は中
止となっているが、主任会議やCM会議等順
次再開されている。毎月の定例会議での勉
強会はじめ、新入職員への伴走トレーニン
グを利用して育成やステップアップに取り組
んでいる。
コロナ禍以降、外部研修に参加する機会は
減少したが、動画やzoomによる研修の情報
や参加した際の研修内容についても共有し
ている。
働きながら資格取得が出来るよう、シフトや
金銭面での応援制度を設けている。代表者
は週に1回のホーム巡回時や、法人内の運
営会議での報告を通して把握に努めてい
る。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

地域独自のネットワーク「みやびネット」、Ｇ
Ｈ部会、介護フォーラム、キャラバンメイト養
成講座、地域の小中学校への福祉教育など
への参加・交流を通じた新たなネットワーク
構築の他、これまでに構築したネットワーク
を活かし電話やｗｅｂを利用し情報交換・共
有が図れる機会を設けている。
再開された市のＧＨ計画作成の集いや、に
じの会（ＧＨ入居者様交流会）へも参加し
ネットワーク作りに活用している。現在、再
開検討中となっている法人内他施設との交
換研修、その他市のＧＨ職員交流会や事例
検討勉強会、研修会等についても再開後活
用していきたい。
代表者は週に1回のホーム巡回時や、法人
内の運営会議での報告を通して把握に努め
ている。

家族様との情報交換は基より、ご本人の話
を傾聴し、思いを受け止め安心して生活して
頂けるよう信頼関係の構築に努め、会話が
困難な場合も、表情やしぐさ等から思いを受
け止めるよう努め、各入居者様の個別の
ニーズを聞き出すよう心掛けている。コロナ
禍により中止となっている市町村からの介
護相談員の訪問事業が再開されれば、介護
相談員からの情報等も活用し、より深く信頼
が構築できる関係づくりに努める。

入居初期は基より、電話や書面で個別に家
族様のニーズを聞き出すよう心がけ、一日
でも早く、相互が信頼しあえる関係の構築に
努めている。
日常でも面会の際や電話、こころあい便りを
通じ、常に些細な事でも報告し、家族様側か
らも些細な事でも話して頂けるよう働きかけ
ている。
常日頃から、家族様等の思いや要望等を話
し易い環境作りを全職員で心がけ、信頼関
係の構築に努めている。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

馴染みの人や場との関係継続のため、面会
をはじめ手紙や電話の取り次ぎや、家族との
外出や外食、旅行支援を行っています。職員
の同伴で墓参りをした利用者もいます。市内
の同業者でつくる利用者交流会「にじの会」
では、参加する利用者が楽しく交流できるよ
うに職員が利用者の名刺を手作りしました。
また、散歩の際、風景を見ながら会話して過
去を追憶するなど職員は利用者が大切にし
ている思い出に寄り添っています。

理念でもある「その人らしい」を大切に考え、
人間関係の保持を重要視し、家族様との外
出、外食、家族旅行等、入居前のなじみの
人との交流の機会も遮断されることが無い
よう支援している。
また、ご本人にとって大切にしている思い出
や人間関係等の記憶が途切れないように日
頃の会話において、より意識した関わり・支
援に努めている。

ご本人や家族様とのコミュニケーションを重
視し、要望を聴きニーズを理解することで、
必要な支援に対し他のサービス利用も含め
た情報を提供し対応に努めている。
また、ご本人や家族様がその時に必要とさ
れているサービスの提案と説明を行い、同
意して頂いたサービスについては職員間で
共有し、対応と実践に努めている。

入居者様と共に生活しているという考えの
下、入居者様の主体的な生活を支えるとい
う立場で、個々に応じたできる事（掃除、洗
濯、調理、買い物等）の役割を持って生活し
て頂けるよう支援に努めている。
また、他者様との良好な関係や、入居者様
と職員が助け合い、支え合う関係を構築し
「共に歩む」楽しさや喜びを日々大切にし、
日頃から感謝の気持ちを伝え、信頼関係構
築に努めている。

こころあい便りをはじめ、面会の際や電話等
で家族様に対し、ご本人の情報・状況を良
い事も悪い事も隠さず報告することで、常に
職員と同じ情報を共有して頂き、家族様にも
一緒に考えて頂き、意見を取り入れている。
ご本人と家族様との関係を大切に考え、共
に支えていける関係の構築に努めている。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

「その人らしい暮らし」を理念に掲げるホーム
では、利用者の思いや「できること」「したいこ
と」の把握は、注力している項目の一つで
す。管理者や職員は、利用者との1対1の会
話の中から聞き出したことを日報や「私の気
持ちシート」に記録して職員共有し、ケアや介
護計画に活かしています。利用者の中には
特技を活かし、家事や大工仕事などで腕前を
発揮する人もいます。また、職員は意思疎通
の難しくなった利用者にも尊厳を持って接し、
目を見て話しかける中で利用者の表情や反
応から思いや意向を汲み取るように努めてい
ます。

日々の様子観察を徹底し、ご本人の希望を
聴くことはもちろん、言葉にならない思いを
組み取れるように努め、職員間でのカンファ
レンスをはじめ、家族様からも情報を収集
し、全職員間で共有、検討することでご本人
本位であるよう努めている。

入居前の面談や、家族様の情報等からこれ
までの生活背景の把握に努め、他施設から
の入居、他サービスの利用等に関しては、
介護支援専門員等から情報を収集し把握に
努めている。
また、可能な限りではあるが、日常の中でも
ご本人からのお話を聴かせて頂く事で、出
来るだけ以前の生活に近づけるよう支援に
努めている。

入居者様個々人の性格等に配慮し、入居者
様同士の相性も踏まえ、良好な関係を構
築・保持できるよう、落ち着ける場所を確保
し、コミュニケーションの困難な入居者様も
職員が介入する等して孤立することなく、良
好な関係を築けるよう支援に努めている。
またレクリエーションや日々の役割の中で入
居者様同士が互いに協力し支え合えるよう
支援に努めている。

希望があればご入居中に撮影した写真等を
データ化し、お渡しさせて頂き、退居された
後も出会ったご縁を大切に関係性が維持で
きるよう、必要に応じて、家族様からのご意
見・相談を受けることが出来るよう支援に努
めている。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

介護計画には、ADL(日常生活動作)だけでな
く、日々のケアで聞き取った利用者や家族の
思いを本人の言葉で表現し、「その人らしさ」
の詰まった個別プランになっています。また、
介護計画の更新は原則半年ですが、毎月実
施する職員全員による利用者一人ひとりのカ
ンファレンスと、3カ月毎に居室担当者が行う
モニタリングを通じて、変化があれば期限に
関わらず見直しています。
事業所では現在、業務の生産性向上を図る
ことで利用者と向き合う時間をさらに創出す
ることを目指して、現場の声を活かしながらAI
を活用した計画作成などのICT化にも積極的
に取り組んでいます。

日常の申し送りによる情報の共有や毎月の
定例カンファレンスの際のモニタリング、３カ
月毎の居室担当によるモニタリング等から、
課題・ニーズの修正・変更の有無確認を
行った上で、現在６か月毎に、ケアプランの
見直し・更新を行っている。定例カンファレン
ス以外にも必要に応じ、随時カンファレンス
を行い、日常においても職員間で意見交換
を行いケアプランの実践に繋げている。
体調（状態）変化時や入・退院時等には、随
時（本人様の状況に応じ、連携医の見解を
もとに、家族様の意向をふまえ）新しい介護
計画書に反映させるようにしている。

入居者様の日々の様子や言動、表情をあり
のまま記録し、日々の申し送り等を含め情
報共有を行っている。また、介護計画をふま
えた上で、気付きや、変化等もカンファレン
スで情報交換し、見直しや日々のケアの実
践に反映させるようにしている。
また、介護サービスチェック表を、介護記録
と一対として記入することで個別の介護計
画が実践できているかをチェックした結果
や、カンファレンスでの情報や評価を踏まえ
介護計画の更新時に反映させている。

過去・現在の病歴を把握し、日々の様子観
察や職員からの申し送り、カーデックスの把
握、バイタル・行動・表情の変化を確認しな
がら、心身状態の把握に努め、職員間をは
じめ家族様とも共有を図っている。
また、入居者様の有する能力の把握は基よ
り、それらの能力を継続して発揮して頂ける
ような支援に努めている。
日常の中でも、新たな可能性を見出させる
ように情報共有を図り、職員側の支援により
有する能力や可能性が閉ざされてしまうこと
がない様に配慮している。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

利用者は24時間対応可能な連携クリニックを
かかりつけ医としており、月2回の定期往診
や訪問看護との密な連携のもと、日々の健
康管理と緊急時の迅速な対応体制を整えて
います。さらに、月2回の訪問歯科や週1回の
歯科衛生士による助言を日々の口腔ケアに
活かしているほか、退院時には主治医や理
学療法士などの専門職から助言を受け、ADL
（日常生活動作）やQOL（生活の質）の回復
に向けた支援を実践しています。健康状態の
変化や日々の様子については、電話やLINE
などで家族へ逐次報告し、安心感に繋げてい
ます。さらなる安全管理の向上を目指し、急
変時マニュアルに沿って全職員が即座に対
応できるよう、看護師の協力を得た訓練の実
施を計画するなど、医療連携体制の強化に
努めています。

地域密着型という位置付けにあり、行政及
び福祉委員・民生委員・老人クラブの方々と
の、定期的な交流や、地域の学生や住民と
の直接的なふれあいの機会を設け、地域と
の関わりの中で、ご本人にもご自身自体も
地域の資源であると感じて頂けるように、小
学校の登下校時の見守り（旗振り）参加等、
心身の力を発揮しながら安全に心豊かな暮
らしを楽しんで頂けるよう努めている。

かかりつけ医による定期的往診（月2回/全
入居者様）、定期検査を受けながら、日々の
健康状態の安定に努めている。
また、訪問看護においても状態に応じ訪問
回数を増やす等、健康状態の安定に努めて
いる。日々の状態観察の中で、変化があれ
ば医師/看護師だけではなく家族様にも報
告し共有している。
また、必要に応じ紹介状を書いて頂き、専門
医療機関の受診を行っている。病床付医療
機関とも提携し特変時にも対応できるよう努
めている。心身の状態により本人様や家族
様の意向に合わせ、適切な医療を受けられ
るように支援している。

当ホームは「居住系」の性質上、同じ地域密
着型の小規模多機能と異なる部分があり、
多機能化という視点では難しいように思える
が、家族様等にも協力を仰ぎ、本人様の希
望に叶うよう取り組んでいる。
また、面会（好きな時間での）・外出（選挙・
墓参り等）・外泊(旅行等)・居室への家族様
の宿泊等のニーズにも添うよう努め、その
時々に生じる様々なニーズ(個別のリハビリ
や提携外の医療機関受診等)にも、可能な
限り柔軟に対応している。

12/21 特定非営利活動法人介護保険市民オンブズマン機構大阪



グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

入居時の丁寧な説明に加え、毎年4月に延命
処置を含めた意向確認を定期的に行ってい
ます。看取り期には医師を交えた話し合いの
場を設け、家族や本人の意向を尊重した看
取り介護にチーム一丸で取り組んでいます。
また、医療的ニーズに応じて早期から他医療
機関への調整を行える体制も整えています。
管理者は「人生の最期に立ち会う意義を職員
それぞれが感じ取ってほしい」との願いを持
ち、あえて自身の思いを押し付けず、職員が
自発的に考えるよう見守っています。看取り
後の「振り返り」を欠かさないほか、告別式に
は生前の思い出を仕立てた弔電を送るなど、
最後まで心に寄り添う支援を実践していま
す。

入居者様の入院に際しては、コロナ禍以降
ほぼ入院中の面会が制限されている事が
多く、面会による状況把握は困難となってい
るが、当ホームのサマリー提供をはじめ、電
話による状況把握等にて病院関係者との関
係構築を図り、情報交換に努めている。
退院時は、主治医をはじめ必要に応じて理
学療法士等の専門職からも、指示や助言を
頂き、プラン(暫定)を作成し、退院後の日常
生活上の留意事項の把握に努め、事前に
必要な環境を整え本人様に安心して、退院
して頂けるよう努めている。

全ての入居者（ご家族）様には、入居の際に
重度化・終末期に関する事業所の指針を説
明している。実際に重度化、終末期を迎えら
れる際には、改めて医師、管理者、家族様
（参加可能な状況であればご本人含む）で
今後の検討の話し合いの場を設定し、最終
的には、医師の見解と、家族様（ご本人）の
意向を確認した上で、全職員間で情報を共
有し、家族様（ご本人）の意向を尊重した支
援を目標に掲げ、チーム一丸で看取り介護
に取り組んでいる。
またGHは看取りが可能とされながらも、医
療的ニーズの充実には困難なこともあるた
め、連携医の助言に基づき、早期の段階よ
り家族様への説明および了承を得ながら、
必要に応じては他医療機関等への調整もお
こなっている。

日々の身体状況の把握により、気付いた点
や気になる点等は、定期的訪問（週1回）時
に、報告、相談し、指導を受けることで、早
期対応（適切な受診や看護）と悪化防止に
努めている。
また、定期的訪問以外にもかかりつけ医往
診時や、２４時間のオンコール体制により、
必要に応じ報告、相談、指示・指導を受けて
いる。また、看護職からの職員への助言や
指示・指導は常に職員間で共有し、日々の
ケアに反映させている。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

災害時マニュアルや事業継続計画（BCP）を
整備し、全職員へ周知徹底を図っています。
年2回の定期的な避難訓練は、近隣住民や
利用者にも周知して実施しており、玄関には
消防隊や地域からの避難補助を受けやすい
よう、名札と居室番号入りの見取り図を常備
しています。また、豪雨を想定した水害時の
垂直避難訓練や、感染症・災害BCPに沿った
訓練のほか、最近では発電機の使用法も習
得しました。さらに、高齢者避難指定場所で
ある小学校へ出向き、実際の避難場所や経
路を実地で確認しています。備蓄品は法人の
一括発注のもと必要量をホームで保管してい
ますが、より適切な管理に向けて敷地内への
倉庫設置を法人に申し出るなど、さらなる環
境整備に努めています。

災害時のマニュアルの他、事業継続計画
（BCP）災害版を策定、整備し全職員に通知
し、避難経路の周知徹底を行っている。
また、近隣周辺にも避難経路の説明や協力
を依頼している。また、近隣周辺へ通知した
上で、消防署の協力のもと年に2回避難訓
練を行い、マニュアル改訂を含め災害時対
策に備えている。

毎月の定例会議等にて、ヒヤリハット/事故
報告の内容を周知共有し、対策と再発防止
策、応急手当や緊急時対応のシミュレーショ
ン等の訓練、緊急時対応ガイドライン、緊急
連絡網の整備、周知徹底を図っている。
実際に急変や事故発生があった際には、事
後にも検証を行う事で実践力を養うよう取り
組んでいる。また、ホームにＡＥＤを設置し、
全職員に普通救命講習（ＡＥＤ）の受講を推
奨している。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

入居者様の個々の状態、ニーズ等を把握し
た上で、希望に添うよう努めている。居室で
過ごされたり、フロアーで他者様と過ごされ
たり、それぞれ個々人のペースを尊重し、生
活リズムや安全面にも配慮を行いながら、
個々人の思いに寄り添えるように支援して
いる。「その人らしく」を一緒に考え、希望に
添うよう支援に努めている。

プライバシー保護に関する勉強会を定期的
に開催し、全職員で意識の共有を図っていま
す。日々のケアにおいては、利用者ひとり一
人に応じた心理的・物理的な距離感をはか
り、良好な関係を保てるよう努めています。言
葉遣いや呼び方についても、本人や家族の
意向を大切にしながら、それぞれが違和感の
ない心地よい状態にあるよう常に意識してい
ます。また、排泄に関する声のかけ方や見守
りに配慮することはもちろん、居室内に紙お
むつなどの衛生用品をストックする際は、そ
れと分からないよう布でカバーをかけるなど、
羞恥心に配慮した丁寧な環境づくりを心掛け
ています。

入居者様の誇りや自尊心を大切に考え、プ
ライバシー（排泄に関する声掛け、個人情報
等含）を損なわない様に個々に応じた声掛
け、見守りを行っている。
また、勉強会においてもプライバシー保護を
取り上げ、学ぶ機会を設けて意識を全職員
間で共有し、日々のケアに活かせるよう努
めている。

出来る限り個々の希望に添える様に、いくつ
かの選択肢を示す事で、自己決定して頂け
る様働き掛けている。
また、日常のさりげない会話やコミュニケー
ションを通じ、言葉による意思表示や、自己
決定の困難な入居者様に対しても発語や動
作、表情等を観察する事で意思を汲取れる
様努め、家族様にも相談・確認しながら希望
に添うように努めている。

15/21 特定非営利活動法人介護保険市民オンブズマン機構大阪



グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

栄養管理された献立と食材をもとに、各ユ
ニットで調理を行っており、体調や気分に合
わせて利用者が、下ごしらえや盛り付け、後
片付けなどを共に担うことで、手作りの温か
みや共に食卓を作る喜びを感じられるよう工
夫しています。月1回の利用者の要望に応じ
た特別メニューの日や、ピザ・ファミリーレスト
ランのデリバリーの活用など、好みのものを
選ぶ楽しみを大切にしているほか、誕生日に
はリクエストに沿ったメニューやケーキでお祝
いしています。また、5月に実施した駐車場で
のバーベキューなど、野外の開放感や季節
感を味わえる取り組みは食欲増進にも繋
がっています。目標達成計画に掲げている外
食の再開については、外出企画と合わせて
実現に向けた検討を継続しています。

日々の整容をはじめ、3か月ごとの訪問美容
のほか、整容品等もご本人と一緒に買い物
に同行し、個人の嗜好に合った物を使って
頂いている。
ご自身でされる方には自身でして頂き、支援
が必要な方には選択肢を提示し、自己決定
して頂けるよう支援に努めている。
服装もご自身で選択して頂けるようお声か
けと見守りを行い、おしゃれを楽しんで頂け
るよう支援している。
また、食事の際の食べこぼしにも配慮しな
がら清潔保持にも努めている。

食事の準備、買い物、調理、味見、盛り付
け、後片付け、配膳、下膳等を各入居者様
のできる範囲で共に行っている。食べる事だ
けではなく準備の段階から、会話や自身が
できる事への実感等を楽しんで頂ける様な
雰囲気作りも含めて取り組んでいる。
また、出前にて好きなメニューを選んで頂い
たり、誕生日会や毎月の食事レクリエーショ
ンではメニューを入居者様に考えて頂き、目
の前で共に調理したり、ケーキ作りを行う
等、食への楽しみを感じて頂けるように取り
組んでいる。コロナ禍以降困難な状況となっ
ていた外食についても、再開に向け取り組
んでいきたい。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

個々の排泄パターンを把握し、タイミングを見
計らってひとり一人に適した言葉遣いやトー
ンで声をかけることで、トイレでの排泄誘導に
努めています。昼夜ともに布パンツを着用し
て過ごす利用者もおり、生活への自信を保て
るよう支援しています。
また、排泄の失敗が自尊心の低下に繋がら
ないよう、パッドや紙パンツの活用を適時検
討することで心身の負担軽減に繋げていま
す。排便量の把握が困難な自立の利用者に
対しては、看護師の協力を得て腹部の張りな
どを観察し、便秘による不調が起こらないよう
配慮しています。

ホーム内の１か所のトイレにおいて、
カーテンで仕切られた2基の便器が並
ぶ構造が見られます。自立している利
用者にとっては開閉しやすく使いやす
い側面もありますが、来訪者の目線
や衛生面、プライバシー確保の観点
からは、1名ずつの利用を原則とする
ルールを設ける、あるいは重い建具
に替わるアコーディオンドアを設置す
るなどの、さらなる環境面の工夫や、
プライバシーへの配慮を期待します。

食材提供会社よりカロリー計算されたメ
ニューを、ホーム内で調理し個々の食事形
態に合わせて提供している。
定期の体重測定で体重の減少等が見られ
る際は、補食の提供等で追加栄養摂取して
頂き、必要栄養分量の確保に努めている。
また、血糖値に注意が必要な方には、主治
医・看護師の助言を踏まえた食事提供をお
こない、状態の安定に努めている。
水分補給に関しては、いつでも自由に飲ん
で頂ける様お声掛けし、摂取量を記録、でき
るだけ多く摂取して頂ける様に飲料の種類
や、摂取形態を工夫し、１日最低でも1,000
～1,200ccは摂取して頂けるように努めてい
る。

毎食後、個々に応じたお声掛け・見守りを行
いながら、自己にて困難な部分を介助させ
て頂き口腔ケアを行っている。
個々人の口腔状態の把握に努め、週1回の
歯科衛生士による口腔ケアと月2回の歯科
医師による治療往診を受けられ、歯科医・歯
科衛生士からの助言も反映させ口腔ケアの
実施に努めている。

排泄パターンを記録し、個々の排泄状況を
把握した上で、排泄のお声掛け・誘導を行っ
ている。
また、失禁の軽減が図れる様、お声掛けの
間隔や状況に配慮し、安易におむつを使用
せず、出来るだけトイレで排泄して頂けるよ
う支援している。
お声掛け・誘導を継続しながらも失禁増加
によるご本人の落ち込みや混乱等が著しい
場合は、パットやＲパンの使用を検討し、ご
本人の心身の負担軽減を図っている。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

土日を含めて毎日2～3名ずつ、個別の入浴
を基本とし、家庭的な浴室で利用者一人ひと
りが職員との会話を楽しみながら、心身とも
にリラックスできる時間を創出しています。毎
日の入浴のほか、同性介助の希望にもでき
る限り応じ、時間帯や温度など体調や希望に
合わせて柔軟に調整しています。
洗身や洗髪においても利用者の要望やでき
ることを大切にし、手伝いが必要な部分だけ
を介助する見守り主体のケアを実践すること
で生活機能の維持へと繋げています。また、
ゆず湯で季節の香りを楽しんだり、入浴剤を
用いたりするなど、気分転換を図るための工
夫を凝らしています。

下剤の使用のみに頼らず、水分摂取量の増
量、乳酸製品等の食品摂取、腹部マッサー
ジ、ホットパック使用や体操等を行い、便座
に座わられた際にもいきみのお声掛けや腹
部マッサージ、ウォシュレットにて刺激する
等、自力での排泄と便秘予防に努めてい
る。
また、排便時の量や形状等を観察・記録し
主治医・看護師に相談・助言・指示を頂いて
いる。
それでも排便が見られない時は、医師の指
示による下剤の調整や、坐薬の使用、看護
師による浣腸・摘便等で対応している。

十分に見守り出来る安全な環境で入浴して
頂くため、毎日入浴（2～3名）を基本に、
個々に入浴を楽しんで頂けるよう時間帯や
入浴の順番、温度等は本人様の体調を考
慮した上で希望に添えるように調整してい
る。
湯船に浸かって頂き、身体を温めて頂くこと
は基より、入浴中のコミュニケーションを通じ
心身のリラックスを図れるよう支援している。

個々の体調やニーズは毎日変化するので、
体調管理を重視しながら、居室での昼寝
や、簡易ベッドやソファー、座イス等も利用
し、出来るだけご本人の希望に添える様に
休息して頂けるよう支援している。
また、心地よい睡眠を取って頂けるよう環境
整備（寝具、室温、湿度、空調、調光、保温
等）や臥床姿勢(クッション等使用)に配慮し、
気持ちの昂りで眠れない時等は、安心して
眠って頂けるよう、コミュニケーションによる
気分転換を図るなど支援している。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

近隣への散歩や個別の買い物外出に積極的
に取り組んでいます。散歩の際は、花が好き
な方には花壇の多いコースを選ぶなど個別
の好みに配慮しているほか、車椅子の方と歩
行できる方が一緒に出かけたり、風景を話題
にすることで、自身の思い出を手繰り寄せた
り、室内とは違った会話を弾ませる良い機会
となっています。
個別の買い物外出では、利用者が好みのも
のをカゴに入れ、清算もできる限り自身で行
うなどして、生活の自立と刺激に繋げていま
す。日常の外出を通じて、季節の移り変わり
を肌で感じながら、笑顔や豊かな会話が生ま
れる支援を実践しています。

個々の薬情については全職員が把握し、薬
の変更・増減に関しての把握もカーデックス
や申し送りを通し周知徹底するよう努めてい
る。服薬介助の際には、ミスが無いよう三
重、四重のチェック態勢での服薬支援に努
めている。
また、服薬後の観察を怠らず、職員間で情
報共有し、医師・看護師に報告している。

入居者様個々の習慣や、生活歴を本人様・
家族様等から情報を頂き、それらを活かした
役割等を職員側から入居者様へ提案する
形で、入居者様の意思を尊重し入居後も継
続して頂けるよう支援している。
個々の果たす役割が、個々人の喜びや、張
合い、生きがいへと繋がるように取り組んで
いる。
出前、ホーム内レクリエーション（行事含）等
においては、より多くの希望を反映出来る様
に取り組んでいる。コロナ禍以降困難な状
況となっていた外食についても、再開に向け
取り組んでいきたい。

気分転換を目的に可能な範囲で個別に近
隣（ホーム周辺）への外出機会を確保できる
よう支援している。
入居者様の個々の身体的な状態や天候等
に配慮し、いくつかのグループ別や個別対
応等、出来る限り本人様の希望に沿った外
出（散歩や買い物）が出来るよう取り組んで
いる。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

食卓の椅子の他にも何箇所かにソファーを
配置し、フロアー隣接の和室等、入居者様
個々人が好きな場所で、入居者様同士の会
話を楽しまれながら過ごされる等、思い思い
にリラックスして頂ける空間創りを心掛けて
いる。
また、入居者様同士の相性にも配慮し、
個々人が思い思いに過ごして頂ける空間づ
くりを心掛けている。

リビングは家庭的な温かみを大切に、隅々ま
で利用者一人ひとりの表情が見え、自然な会
話が響き合う心地よい空間となっています。
重厚感のある天然木のテーブルを囲んだり、
適所に配置されたソファや隣接する和室を利
用したりしながら、利用者は日中の多くの時
間を思い思いのスタイルで寛いで過ごしてい
ます。ホーム内を彩るクラフト装飾は、職員が
得意分野を活かして利用者と一緒に作成し、
和める環境を演出しています。また、この共
用空間は日々のリラックスの場であると同時
に、月2回の外部委託による外国人講師との
交流など、全員で賑やかにレクリエーションを
楽しむ場としても活気をもたらしています。

金銭の自己管理に関しては、難しい事が多
いので、多数の入居者様はホーム側で預か
らせて頂いているが、中には家族様の了解
の下、少額の金銭を自己にて管理して頂く
等、個々人に合わせた支援を行っている。
また、外出時の買い物での精算の際には、
ご本人にお支払いして頂ける様に支援を
行っている。

ご本人の希望があれば、自由に電話や手紙
の遣り取りをして頂けるよう、支援を行って
いる。

共用空間にて、不安や混乱無く、くつろいで
過ごして頂けるよう安全を配慮した上で、共
用空間の壁には季節に応じた装飾や入居
者様が作成された作品、各入居者様の思い
出の写真を貼る等、和めるような雰囲気作り
を心掛けている。
また、季節に応じた装飾や花を飾る等、ホー
ム内でも季節を感じて頂けるよう心掛けてい
る。共用空間の環境整備（室温、湿度、空
調、調光、換気、音、等）にも配慮し、居心地
良く過ごして頂けるよう努めている。
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グループホームこころあい(2ユニット共通)

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

自宅で使い慣れた家具や調度品、愛着のあ
る思い出の品などの持ち込みを推奨し、生活
環境の変化による混乱を最小限に抑えなが
らホームでの生活へスムーズに移行できるよ
う、家族の協力を募りながら居室づくりに取り
組んでいます。
居室の環境は自身の好みや生活動作（ADL）
に柔軟に合わせ、畳敷きに布団を敷く、ある
いはクッションフロアパネルを敷くなど、個々
の生活様式を大切にしています。壁に自身の
作品や家族の写真を飾り、安心して過ごせる
空間づくりを支援しているほか、今後はパソコ
ン等ITC機器の利用を希望する方に向けた対
応も視野に入れ、これまでの生活の継続と安
寧な暮らしの両立に努めています。

個々の介護計画を基に「できること」「わかる
こと」が継続できるよう、生活意欲の向上に
繋がる様なお声掛けや役割を共有し、「その
人らしい」を念頭に、入居者様の目線に合わ
せて、トイレや居室の場所を掲示する等、認
識の混乱削減に努め、出来るだけ自己能力
を活用して頂けるよう支援している。
また、安全面においても、安全な導線の確
保と事故防止に努め、全職員で安全かつ自
立支援に繋がる様な環境作りに取り組んで
いる。

各居室は、入居者様がご自宅で使用されて
いた愛着のある家具等を持ち込んで頂く事
で、以前の生活との変化を最小限におさえ、
家具の配置も安全を配慮した上で、ご本人
が混乱されない様配慮している。
また、家族写真や思い出の物を飾る等し、
本人様が居心地良く安心して過ごせる空間
づくりを心掛けている。
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